
2

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
三
次

小
野
町
振
興
計
画
」
の
後
期
基
本
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
21
世
紀
初
頭
の
町

の
理
想
像
実
現
の
た
め
、「
定
住
と
交
流
と

快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は
、
定
住
人

口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
地
場
産
業
の

低
迷
、地
方
分
権
な
ど
が
進
行
し
て
お
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

昨
今
に
お
い
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

行
政
ば
か
り
で
な
く
、
住
民
の
参
画
が
重

要
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
現

在
小
野
町
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
課
題
・

危
機
感
を
地
域
全
体
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
月
の
広
報
か
ら
全

9
回
に
わ
た
り
、
小
野
町
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
第
１
回
と

な
る
今
月
号
で
は
、「
定
住
人
口
の
減
少
」

に
つ
い
て
取
り
あ
げ
ま
す
。

小
野
町
の
総
人
口
は
、
昭
和
30
年
の
国

勢
調
査
時
の
1
7

6
2
0
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
を
続
け
て
お
り
、
平
成
12
年
の
国

勢
調
査
で
は
、
1
2

5
5
5
人
と
ピ
ー

ク
時
よ
り
約
5

0
0
0
人
も
減
少
し
て

い
ま
す
。
本
年
4
月
1
日
現
在
（
福
島
県

現
住
人
口
調
）
で
は
、
1
2

1
2
3
人

と
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
続
く
と
、
10
年

後
の
小
野
町
は
何
人
の
町
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
？
平
成
7
年
と
平
成
12

年
に
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
結
果
比
較
と
、

出
生
率
か
ら
2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

の
人
口
を
推
計
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
、
何
と
、
9

9
2
2
人
。
１
万
人

を
割
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

※
推
計
に
あ
た
っ
て
は
、国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
小
地
域
簡
易
将
来
人

口
推
計
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
算
出
。
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